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新規 pyrethroid として ether,thioetherおよび alkynyl置換益を有する furfuryl,thenyl

benzyl系 esterについて効力試験を行い,これらの中から ether田換誘弔体として 41methoxy

methylbenzylester,5-methoxyethylfurylesterがす ぐれた効力を有し特に後者は而版

Allethrinとほほ同等の効果を示した..

また置換炭素机の不飽和鑑と殺虫活性の関係について検討を試みた結果,この炭素釣を低級alkyl

からalkenyl,alkynylと不飽和庇を増加させるにつれて効力も増強され矧 こ三並結合田換esterは

いずれもノックダウン,致死力とも極めてすぐれた効果をあらわした.

さらにこれらの esterにおいて強い活性を示した alcohol成分を選んで tetramethylcyclo･

propanecarboxylicacidesterに誘等し1:船難これらの ester も菊欣 esterキ羊匹敵する絞出効
力を示した.

緒 論

従来 Allethrin と比肩する特徴のある修飾 py･

rethroidとしては Phthalthrinにすぎなかったが,

出近あいついでAllethrinをしのぐ活性ピレスロイド

が見111された.即ち,勝田らl)やElliottら2)によりほ
とんど時を同じくして合成 された 5lallyl･furfury1

chrysanthemate,また Elliotttらによる5-benzyト

3-furylmethylchrysanthemate3)さらにまた松非ら一)

による tetramethylcyclopropanecarboxylicacid

estersにBgする研光成娘 ま非'Ti号に舛昧拭いものであ

ら.著者らもAllethrinと同程度ないしはそれ以上の

活性を示す新らしい pyrethroidとして 5-furfuryl･

furfurylchrysanthemate6),5-(2-methoxyethyl)I
furfurylchrysanthemate6),5-(Cyclohexen-2-yl)-
furfurylchrysantbemateT),5-(2-methoxyethyl)-

thenylchrysanthemate8),4-methoxymethylbenzyl

chrysanthemateの,5-(2-propynyl)-furfurylchry･

santhematelO),2-methyl-5-(2-propynyl)-3-furyl･
methylcbrysanthematell),5-(2-propynyl)-3-furyト

methylchrysanthemate,41(2-propynyl)-ben2;yl

chrysanthemate12)などを見出した.

これらの活性 pyrethroidのうち矧 こalcohol部分

の側鎖として従来の pyrethroid研究では未開拓な

etherおよび thioether悲さらに alkynyl誠につい

て, これらを母核すなわち furan,benzeneおよび

thiopheneと組合せて,さらに一連の研死を行った.

その うちの一部の alcoholについては,先述 した

cyclopropanecarboxylicacidesterに誘導した.こ

れらの紙料ま,比較のために合成した公知化合物をお
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りまぜて,主としてイエバエに対する殺虫効力を検討

し,若干の知見を得たので,ここに報告する.

実験材料および実験方法

Ⅰ 実 験材 料

1. 供 試昆 虫

当研究所において,オカラ培養基に粉 ミルクと砂棚

水で累代飼待暮したイエバエ (高槻系)Muscado･

mestfcavicinaMacq.の羽化後4-5日の成虫 (雌

雄比1:1)を用いた.

2. 供 拭 薬剤

(1)供試化合物

a. Alkoxyalkylfurylおよび･thenylester.化合

物 No.1-19.(cf.Table1).

b. Alkoxyalkylcyclopentylおよび isoxazolyl

ester.化合物 No.20-21.(Table2).

C. Alkoxyalkylbenzylester.化合物No.22-30.

(cf.Table3).

d. Alkoxyalkyl似臓 系アルコ-ルのtetramethyl･

cyclopropanecarboxylicacidester.化合物No.31

-33.(cf.Table4).

e. Alkynylfurylおよび ･thenylester.化合物

No.34-38.(cf.Table7).

f. Alkynylbenzylester.化合物 No.39一一44.

(cf.Table8).

g. Alkymyl側鎖系アルコールの tetramethyl･

cyclopropanecarboxylicacidester.化合物No.45.-

★飼育条件:26-27oC,RIi60一一70%,Massbreeding.



Table1. InsecticidalactivitiesofalkoxyalkylfurylandthenylestersagainsttlOuSeflies
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49.(cf.Table9).

(2)浅漬蚊坂線香

供試化合物が所定濃度となるように調整したacetone

浴紋20ccと,別に75mmの大きさに切り揃えた仏壇

用線香(商品名:臥雲香,390×3x3mm)*4本を試験

管 (18〆×180mm)に入れた.30分間浸流したあと取
り出し風乾して浸拭蚊取線香を得る.

ⅠⅠ 実 験方 法

1. 局所施用法

炭酸ガスで麻酔したイエバェの胸部背板に,またチ

ャバネゴキブリの胸腹部にマイクロシリンジで供試薬

剤のacetone溶紋の一定量を施用したのち砂拙水をあ

たえて鎚温 く26-27oC)24時間後の致死率を求め,孤

皮一致死率回帰延線によりLD60値をもとめた.

2. ガラス面接触法

供.lJC兆剤をacetoneで希釈し,それぞれの氾皮の薬

剤 Imtを田径9cmのペトt)一皿に滴下して均一にひ

ろげ.ついでacetone/を茄敵させた後.イエバエまた

はチャバネゴキブリを放ち,経過時間に伴うノックダ

ウン効火ならびに24時間後の致死率を求めた.

3. 枚菰 線香

･良沢式倣粉降下迫田を用いて訊験した.上述の方法

で調糾した浸抗線香 (良さ75mm)の一別から8mm

のところに,また他の別から7mmのところに印をつ

け.-粥.はを線番立に固定してから,他端に点火する.

火が刻印にかかったとき線番をシリンダー円に移した.

線番上の放りの刻印まで,すなわち60mm燃焼させ

たあと残りの線番をシI)ンダーからとりだした後,イ

エバェ成虫30匹をシt)ンダー内に放ち,時間経過にと

もなうノックダウン虫数を観察記録した.1時間煙留
に被享廷させたあとイエバェを染めて沼浄な容日割こ移し,

砂糖水を与えて室温 (25ん27oC)において24時間後の

致死率を税解した.

実験結果および考察

I. Etherおよび thioether側鎖をもつ化合物

1. 接触拭駿および局所施用法

(1)Furanおよび thiophene系 cster

耶1表において,furanの2,5-位政体についてみる
と,川凶がalkylの放小Iti位であるmethyl韮の化合

物No.191)はAllethrinにはおよばないまでもかなり

の殺虫効力がみられ るが,etherの投小叩位である

methoxymethyl基の化合物N0.1の殺虫効果は化合

*尚,acetone前処置し,風乾したものを用いた,本
試験に用いたアセトン浸洪のみによる線香ではイエ

バエに対してKT-50及び24時間後致死率が観察さ
れなかった.
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物 No.19より弱い.ところで,側鎖の炭素原子が一

個ふえた methoxyethyl基の化合物 N0.2では牧山

効力は飛躍的に強くなり,Allethrinと同等の独さを

示すようになる.

しかし化合物N0.2の側助の原子配列頓が入れかわ

った ethoxymethyl韮の化合物 N0.7では効果はき

わめて弱くなり,さらに化合物No･2より炭訪淵 を1

つふやした methoxypropyl基の化合物 No.3およ

びethoxyethyl益の化合物No/4は,いづれも効力が

非常に弱い.

Elliottらの5-benzyl-3-furylmethylchrysanthe･

mates)について知られているように benzy18u弧で

は,furan核 の3,51置換体の方が2,5-田換体より殺
虫効果は著しく強いが,alkoxyalkyl側釣の似合で

は,methoxymethyl側鎖の化合物N0.1と-8,また

methoxyethyl仙釣の化合物N0.2と-9にみられる

ように,3,5-置換体の効力が特にすぐれているとはい

えない.I3,4-置換化合物はかおよびそれらの methyl

tFIili換休な ど第1表 を とお してわか るように.

alkoxyalkylfurylesterの巾では化合物N0.2の 2-

methoxyethylfurufylchrysanthemateの殺山効火

が一番すぐれている.川田をthioether兆にかえT=LA

令,その isologueとの効力のちがいに一定の似内は

うかがえなかった.たとえば化合物2と-16とでは.

後者の速効性が 0.5-0.6倍低いが致死効果について

は同等かやや下まわる程度である.ところで化合物7

とその isologue,化合物 15,とでは逆のWlrElJがみら

れる.

次にthiophene系esterでは,側鎖がmethoxymethyl

基の化合物17とmethoxyethyl基の化合物18とにつ

いて Allethrinとの効力を対紀に比べろと,まづ 5-

(2-methoxyethylト2-thenylester,化合物18は0.01%

でAllethrinと同等のKT-50値を示すが.0･00125%
ではAllethrinの方が3.2倍もノックダウン効ノJが火

きく,化合物18の速効性は低氾皮ではAllethrinより

大巾な効力差がついており,その間の氾皮-KT-50伯

の関係は,一定の比率ををもって効果が低くなってい

る.他方,5-(2-methoxymethyl)-2-thenylester,化

合物 No.17は,氾皮 0.01% で KT-50位は化合物

No.18より0.55倍低いが,0.005%では化合物18と

同程度の速効性を示し.0.0025%では効果が逆位する

にもかかわらず,史に低沸皮の0.00125%では急速に

効果を失う,同じガラス両継続接触試験により24柑L"J
後の致死率についても,ノックダウン効只とrLIJ1位に逆

転現象がみ られた.この場合,化合物 No.17は

0.00125% の範EfIまで浪慶一致死率間に一正の閃旅が

みられ,ノックダウン効果の場合のような.{iL迎な火括

現象はみられなかった.
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次に.仰飢 methoxymethylとmethoxyethyl燕

について furanおよび thiophene環との組合せたよ

る化介物 No.1,2,17および18関の効JJDg係をみる

と, ノックダウン効果については.methoxymethyl

furfurylester(化合物No.1)が一節弱く.methoxy

methy1-2-tbenyl.ester(化合物 No.17)および 5-

(2-methoxyethyl)-2lthenylester(化合物 No.18)

がそれにつぎ,methoxyethylfurfurylester (化公

物 No.2)が一番強いが.ガラス両接触試験による24

時間後の致死率については化合物 N0.1が他の3化合

物より一段 と効力が低い.Thiophene系の化合物

No.17および-18は,著しく効力が強くなっておりた

とえば氾皮 0.005% の結果をみると約12倍も化合物

N0.1より殺虫力がすぐれている. この試験法で最高

の殺虫効力を示した化合物は,ノックダウン効果の点

でも投花位にあった 5-(2-methoxyethyl)-furfuryl

ester,化合物N0.2であった.

他方,局所施用法による結果は.ガラス両接触試妙

法による殺虫率の結果と一部ことなって,化合物 No.

1く宅化合物 No.17<化合物 No.18<宅化合物 N0.2の

唄に強くなる.

まとめとしてetherおよびthioether仰朗のfuran

および tbiopbene系化合物の巾では,methoxyethyl

furfurylester(化合物 No.2)が虫市の効力を示し,

その強さはAllethrinに匹敵し,他の同族肘 ま,分子

内の酸素原子を硫式原子におきかえることにより接触

試験法による致死率だけといったように局面的には.

Allethrinに近い効果を示すものもあるが各班試験を

綜合した結果からは,化合物 N0.2が furanおよび

thiophene系同族体巾では,粥をぬいて強い効果を示

した.

(2)Cyclopentenylおよびi80XaZOlyl系ebter

Furanおよび thiophene系 esterについて-FT一強

い効果を示した methoxyethyl基を pyrethrinsの

alcohol成分の母核である cyclopentenoloneに封入

した alcoholを合成し,さらに化合物 No.20および

isoxazoleと組合せた alcol101を合成 して化合物

No.21として殺虫効果をみたが,化合物 No.20の接

触試験の2̀川即可後致死率にある程度の効果がみられた

他は,注E]すべき結果はみられなかった.

(3)Benzyl系 ester

この系列化令物は,耶3裂にみられるように,furan

および thiophene系 ester巾で最高位の効果を示し
た化合物 No.2および 18の alcohol部分の側鋭

methoxyethyl-2,r,･を もつ 化公 物 No.28,4-(2-

methoxyethyl)-benzylesterの効力はいちじるしく

わろく,benzylesterの糊付 まむしろfurfurylおよび

thenylester系の中で効力の統かったmethoxymethyl

EPItu換の,4-methoxymethylbenzylester (化合物

No.22)が速効性を示した. ただこの化合物 No.22

は,低沢皮で.PLil逆に純効となるが,ortho位にさらに

methylm･がPfl放した 4-methoxymethy1-2-methyl-

benzylester,化合物 No.26,は肌皮 0.01%では化

合物 No.22より速効性は0.67倍と低いにもかかわら

ず0.00125,%の統m皮で KT-50肌が1時間程度であ

って.郡3･次のalkoxyalkylbenzylesterの巾では低

汎皮で KT-50〝が 測定日米T=唯一のものである.化
合物 No.26に今一つ methyl?.r,･を村人した形の2,6-

dimethy1-4-methoxymethylbenzylester,化 合 物

No.27では速効性は低下する. この ように benzyl

Table2. Insecticidalactivitiesofalkoxyalkylcyclopentenylandisoxazolylestersagainst
honseflies

■ Mortality(deadplusmoribund)after24hrs.
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Table3. Insecticidal activitiesofalkoxyalkylbenZylestersagainsthouseflies
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Table4. Insecticidalactivitiesoftetrametbylcyclopropanecarboxylicacidestersagainst
houseflies

clI)､C′Cn
CII,+ tIZ･C- -2Ⅲ R

CIh

A IR

Petri-dishmethod(Succesivecontact)

Concentration

0.01%1 0.005% 10.0025% f0.00125%
TmTlnT(T%+)lrmTi-nFF(Z)倍mTi-nT(岩)l琶mTi-ne冒(岩)

31 ＼o/ -(CH2)20CH3 5.3 100 5.7′96 6.0 73.2 8.0 53.3 1.33 1.4853

32 ＼cH=CH/ -CH20CH38.1 100 10.5 100 21 67 24 42.4 1.37 1.5089

33〉C=cH/CHa -CH20CH314.093.61785.02236.1)12022.5 2.05 1.5059

● Mortality(deadplusmoribund)after24hrs.

Table5. Insecticidalactivityofmosquitocoil(dippingformulation,soakedfor30min.
in0.2% acetonesolution)againsthouseflies.

ester系の化合物のノックダウン効果は比較的に弱い ⊂化合物 No.22,効力比 1.17⊃>4-ethyltbiomethyl

のに反し,致死効果は極めて高く,allethrinのLD-50 ⊂化合物 No.25,効力比 0.71コ>2,6-dimethyl-4-

他を1.00とした場合の効力比を強いものから二三列挙 methoxmethyl〔化合物 No.27,効力比 0.44⊃>4-

すろと次の皿である.4-methoxymethy1-2-methyl ethoxymethyl⊂化合物No.24,効力比0.37).この表

〔化合物 No.26,効力比 1.33⊃>4-metboxymethyl 申興味のあることは,furanおよびthiophene系化合
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物の場合に不活性基と考えられていた etboxymethyl

またはethylthiomethyl基置換ベンジルエステル (化

合物 No･24,-25)にさえかなりの効果がみられること

である.

(4).Tetramethylcyclopropanecarboxylicacid

ester

上述の各項で活性の強かった代表 ester三つの

alcohol成分,すなわち5-(2-methoxyethylfurfuryl)

-alcohol,4-methoxymethylbenzylalcoholおよび

4-methoxymethy1-2-methylbenzylalcoholについて

tetramethylcyclopropanecarboxyliCacidesterと

した.それらの殺虫効米は,ガラス面接触試験法の結

果においてノックダウンおよび致死効果とも相当する

ChrysanthemiCacidesterに比較すれば0.01,%の洪

皮では同等の効米を示したが,柑 こ低張皮では班超の
esterの-JJ'が好純米を示した.ただ,化合物 No.33,

4-methoxymethy1-2-methylbenzylester,は相 当

するchrysanthemicacidester,化合物No.26より

湖山効米がおとっている.化合物 No.33をのぞいて

は,班地iesterのガラス面は触試験の結果はすぐれた

効果を示したのに反し,局所舶用法によるLD-50億

がいづれも対応する chrysanthemicacidesterの

LD-50伯がいづれも0.5-0.25倍低くでていること

がこの系列化合物の特徴であろう.

2. 線 香 試 験

(1)Chrysanthemicacidester

Allethrinに近い効架を示したのはmethoxymethyト

benzylester,化合物No.22,と5-(2-methoxyethyl)-

furfurylester,化合物No.2,および4-methoxymethy1

-2-methylbenzylester,化合物 No.26の三つで,

ノックダウン効果は低汲皮でAllethrinに近いが,致

死効果は allethrinにおよばない.

(2)Tetramethylcyclopropanecarboxylicacid

ester

供試化合物にはA11ethrinと同等の効力を示したも

のはみあたらなかった.Allethrinに近い効果を示し

たものは metboxyethylfurfurylester,化合物 No.

31,であるがノックダウン効架がIIBt:千 Allethrinにお

よばない.

II. 三重結合側鶏をもつ化合物

1. 接触試験および局所施用法

(1)FurarLおよび thiophene系 ester

furanおよびthiophene誘導休の核JtLYL換兆の不飽和

皮と殺虫効力間には極めて興味ある掴係が11.･-Ll;し.

furanを例にとればその川鍋'B換誠を水井;･から低級ア

ルキル,低級アルケニル,低級アルキニルの帆 こ不飽

和皮を増加させるにつれて殺虫効力も飛椛的に増大す

る.すなわち furturylesterには殺虫効架としてほ

とんどみるべきものはないが勝田 らl)は 5-methyl

furfurylesterが従来のpyrethroidにみられない仲Ti

qiな梢迫であるにもかかわらずかなりの速効性と致死

力を有し,さらに5-allylfurfurylesterでは.速効性

の点においではAllethrinに劣るが致死力はAllethrin

よりもはるかに払い効果をもつことを見出した.

一方これまで未開拓の分野であった三重結合置換

furfurylおよび thenyl系 esterの接触法ならびに

局所舶用法による殺虫効果を節7表に記載するが.こ

れらのデーターからあさらかなように,この系統の化

合物はいずれも非弥 こすぐれた速効性を1fすろととも

に低氾皮鶴城まで極めて安定した効架を示した.

Table6. Insecticidalactivityofmosqditocoil(dippingformulation,soakedfor30min.
in0.2% acetonesolution)againsthouseflies
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Table7. Insecticidalactivitiesofalkynylfuryland･thenylestersagainsthouseflies

また,核上におけるFl換兆の位班のちがいが殺虫効
力に大きい経世をあたえることが多く.たとえば 5-

benzyl-3-furylmethylesterの ester組合位rBを2

位から3位へ,すなわち2,5正王換体から3,5置換体に

変換することにより後者の殺虫効力が飛躍的に増放さ
れることをElliott3)は印告しているが,この三式結合
系esterについてみれば速効性は化合物No.36の2,5

田換体が他のものより,若干よく,一方 LD-50位は

No.35および No.34が No.36よりわずかにまさる

効力を示したが,前述の例にみられるような田換位把

の和迩による明瞭な殺虫力の差矧まみられなかった.

またfPIiu換益の炭素飢巾における三3E結合の位田が殺

虫効力に著しい好甥をおよはLm7鼓の結果から化合

物 No.34-No.36はいづれも極めてつよい効力を示

すが三並統合が1桐内川に移動した化合吻 No.37の

殺虫効力は非'iほに鵬下した.
この田換)iEの不飽和JB:と湖山力のLM係は,さらに

thenyl系esterにも適合しthiophene核上の'B換益

をアルキルからアルケニル,アルキニル2.6と不飽和皮

を増加させるにつれて殺虫効力も一PJ:しくfm大し,特に
化合物No.38の 5-(2-propynyl)-thenylesterは速

効性,致死力ともこの系統の中で位もすぐれた効力を

示した.

次にfuranおよび thiopbene系 esterの効力を比

校した切介.致死力については両省ともにすぐれた効

果を示しているが,ノックダウンにおいてはfurfuryl

系esterの方が.速効班を示した.このことはおそら

く両者の恐山効力のちがいそのものよりも作用点にた

Table8. Insecticidalactivitiesofalkynylbenzylestersagainsthouseflies

39 H. 班 4-CH㌻C-=CH 6.6 100 10.6 100 18.5 98 30 88 0.205 1.5261(20)

40 H H 3-CH2-C≡CH 18 83.5 42 70.7 75 72.5)120 60.4 1.216 1.5264(29)

41 H H 2-CH2-C≡CH )120 45.7 )3.2 1,5282(20)

42 H H 4-C=C-CH3 )120 28 - 1.5418(20)

432-CHS.H 4-CH2-C=CH 12.5 100 19 100 40 96.6)120 66.4 0._352 1.5230(20)
442-CHSl6-CHSJ4-CH2-C=CH 19.5.100 23.4 100 35.5 100 37.5 100 -0.364 1.5240(20)
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いする affinityの差によるものと考えられる.

(2)benzyl系 ester

m8･Jiの実験結果からこの系統のesterもまた前述

の Lurfuryl,thenyl系 esterと同様に核置換基の不

飽和皮の論い三重結合置換 benzylesterが最もすぐ

れた効力を示し,特にNo.39の4-(2-propynyl)benzyl

esterは従来の benzyl系 esterにみられない市販

Allethrinを上まわる速効性を示すとともに局所粘用

法によろしD-50位もまた 0.205r/flyとAllethrin

の3倍以上の効力を示した.

次にフェニル核上におけるプロパギルの田換基の位

置の相速は殺虫効力に著しい彫饗をおよばし,例えば

Table9. Insecticidalactivitiesoftetramethylcyclopropanecarboxylicacidestersagainst
bouseflies

★ Thenumberingbeginswiththeasteriskedatom.

Table10. Insecticidalactivityofmosquitocoil(dippingformulation,soakedfor30min.
in0.2% acetonesolution)Iagainsthouseflies.

★Thenumberingbeginswiththeasteriskedatom.
IResultsshownareforconcentrationof0.2% unlessotherwisenoted.
TTThecompoundistestedatconcentrationof0.1%.
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プロバギJt,並の4位置換体 No.39はこの系統の中で

放拓の効力を示したが,No.40の3位怒換 esterの牧

山性はNo.39に比べてノックダウン致死効果ともに大

rfJに低下し,さらに No.41の2位田政体ではほとん

ど力托効果となり同じプロパギル田換esterについても

この様に位置の相迎により;A:しい効力Zが みられた.

次にフェニル核上におけるプロバギル?.t･以列の田換

鵜の存在がおよぼす形坊については 4-allylbenzyl

esterの例でこの化合物にメチル我を村人したものは

宋置換の benzylesterに比べてはるかに効果がよく

な り, とくに 2,6-dimethy14-allylbenzylester13)

が最もすぐれた効力を示したとElliottはのべている

が,この三種結合系 benzylesterについてはこの様

なメチル基の導入による効果の増強はみとめられず,

No.43,No.44例のようにむしろその効果は低下し

た.

(3)Tetramelhylcyclopropanecarboェylicacid
ester

上述の各項で活性の強かった代表的な esterの

alcohol成分,すなわち三Ei結合系furfurylalcohol,
benzylalcoholをIT]いて放題の esterを合成し枚討

した紡架を郡9表に示した.

まずこれらのesterのガラス両接触法による純米か

ら化合物 No.45,46の furfurylesterのノックダウ

ンは低濃度まで非脚 こよく. とくに化合物 No.45の

0.00125% 渋皮におけるKT-50は4.5分で これまで

の菊偲エステルをも含めてこの系統の巾で放拓の効力

を示すとともに致死力の方も柁めてすぐれた効架をホ

した.

またbenzyl系 esterも相当する菊敢エステル_と比
較してなんら遜色のない効果をもち0.01%濃度におけ

るノックダウン効果は Allethrinに若手劣るが 0.005

%以下の低氾皮ではAllethrinをはるかにうわまわり,

致死効力においても極めてすぐれた効果を示した.

2. 線 香 拭 験

(1)Chry88nthemicAcidester

三韮紙合田換 furLuryl,thenyl,benzyl系 esterの

線香によろ試験紙架を那10誠に示すが,これらの中で

thenylおよびbenzylesterについてはガラス田接触

試験でみられたような効米は兄山せなかった.しかし

一方のfurfuryl系 ester化合物 No.34,35,36はいず

れも市販のAllethrinをほろかにしのぐすぐれた殺虫

効果を示し,将来これらが線番,マ ット製剤として充

分期待される化合物であろうことを示唆した.

(2)Tetramethylcyclopropanecarboxylicacid

ester

節11出に tetramethylcyclopropane carboxylic

acidesterの.拭鹸純米をホしたが, これ らの巾で

furfuryl系 esterは那10'Rの別働 の furfury1ester

におけるとhlJ様にすぐれた殺d雌 をIJiL,とくに化合

物No.45は0.1%泣ul線矧こおいてノックダウン,致

死力とも.これらの系統の小で奴も拙い効niを示した.

一方.benzyl系 esterは ほ触耶験においては.す

ぐれた致死効米を示すが.根石による試蚊ではノック

ダウンもおそく予糊した約矧 ま狩られなかった.

Tablell. Insecticidalactivityofmosquitocoil(dippingformulation,soakedfor30min.
in0.1% acetonesolution)againstI10uSeflies

No.

氏
≡::;〉C1-cc,I.-coocIZ2願::
/＼
CH3CIh

R IRLI R2 r A

Lengthofthetestpieceofmosquitocoil

(areaincrosssection,0.3×0.3cm2)

6cm 1 3cm

悪Tn-u5tOe Ia崇eorrt芸iity,S

-CH2-C=CH

-CH2-C≡CH

-CH2-C=CH

-CH2-C…CH

STn-u5tOe IaSfeo,rt;iity,S

ll.5 75 1.4952(20)

26 7.5 1.4999(20)

47 10 1.5205(20)

)60 18 1.5431(20)

★ Thenumberingbeginswiththeasteriskedatom.
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以上述べて来た alkoxyalkyl,alkyltbioalkylおよ

･lぴilkynyl基を有するfurfuryl,thenylおよびbenzyl
系の新規 pyrethroidについて,イエバェに対する殺

･虫効力を主としてAllethrinを対矧 こ試験した結凪

まず alkoxyalkyl置換誘導休 につ いては 5-(2-

methoxyethyl)-furfurylester,4-methoxymethyl

benzylesterが最もつよい効果を示した.しかしこの

置換基のもつ殺虫性は非得に特異的であり,metholxy･

ethyl基については2,5置換の furfurylについての

良,またmethoxymethyl基についてはbenzylester

のみに殺虫活性がみられ それ以外の組合せによるエ

ステルについて有効なものは見出せなかった.一方置

換炭訪;銃の不飽和皮は殺虫活性に著しい膨哲をおよば
し.その次諺;酌を低級アルキルからアルケニル,低級
アルキニルとその不飽和皮を増加させると殺虫効力は

飛脚的に和地し特に三盃結合田換 esterは furyl,

thenyl,benzylのいずれの系においてもノックダウン,

致死jJともに極めてすぐれた効力を示した.
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Summary

Variousnewpyrethroidalestersoffuryl,thenyl

andbenzylalcoholswhichcontainedalkoxyalkyl.
alkylthioalkyl and ethynylalkylgroups were

synthesizedandevaluatedforinsecticidalactivity

againsthouseflies.

The insecticidalactivity of-the followlng

compoundswasfoundtobeequalorsuperior

tothatofallethrin,e.g.5-(2-methoxyetbyl)-

furfurylchrysanthemate,4-methoxymethyl･benzyl

chrysanthemateandmostofthe2-propynylseries

esters.

Forthetypicalalcoholcomponents,tetrame･

thylcyclopropanecarboxylic acid esters were

synthesizedandthepotencyofthecompounds

wasalsostudied.

:抄 録

ハマ串ガ租1の obliqtle-handed leafroller

mothの性フェロモン

SexPheromoneoftheOblique･banded1.eaf

RollerMoth,W.L.Roelofs,∫.P.Tette,Nature

226,1172(1970).

1968年 に red･bandedleafrollermoth(Argy･

rotea〝iaveLutinana)の雌より分泌される性フェロ

モンが cis-ll-tetradecenylacetate(I)であるこ

とを報告したが,

CH3CH2CH-CH(CH2)1｡OCOCH3(I)

その後 (I)を用いての野外における捕集実験で

oblique･bandedleafrollermoth (Chon'stoneura

86

yosaceana)の雄も強く誘引されることがY･rl明した.

そこで,実験室で2万血の雌を飼育して.悶法のよう

に申臥 約製を行ない,カラムクロマト法.tlc,glc,

オゾン酸化.質虫分析などの手段によって,その性フ

ェロモンもまた (Ⅰ)であることを確認した.

(I)にdodecylacetateを混ぜると,A.vetutrnaTZa

の雄に対する誘引性を非常に強めることがすでにわか

っているが,その他の化合物のなかにも.(Ⅰ)に81人

すれば.C.yosaceanaの雄に対する誘引性を改めろこ

とを知った.野外においては,これら2位のガの雌は
第2の物質を分泌することによって互に区別している

という可能性もある. (探如 拙)


